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セーフコミュニティ認証の町“箕輪町”

セーフコミュニティニュース
月 刊

第99号2010年（平成22年）5月1日創刊 〜さらなる安全安心のまちづくりを目指して〜

問合せ先 総務課　セーフコミュニティ推進室　☎79―3111（内線193）

あいさつで広げよう地域の絆
　毎月11日を「信州あいさつの日」と定めた県の活動に連携し、「箕輪町あいさつ運動」を取り組ん
でいます。これは、あいさつが安全安心なまちづくりにつながるとして「あいさつで広げよう地域の
絆」を共通・共感テーマに、誰もが簡単に行
える活動として全町展開を目指している取り
組みです。セーフコミュニティくらしの安全
対策委員会が教育委員会と合同で実施した6
月11日の活動では、JR伊那松島駅前と八十
二銀行前交差点周辺に分かれた委員が、啓発
用のぼり旗やタスキを着用して、通勤者や通
学者に対して大きな声で『あいさつ』を交わ
しました。今後も毎月「箕輪町あいさつ運動」
を推進します。皆さんも大きな声で気持ちの
いいあいさつをしてみませんか？

気をつけよう!　子どもの「水の事故」�
　平成29年7～8月の中学生以下の子どもの水難者は全国で130人でした。発生した
場所別では、1位「海」、2位「川」、行為別では1位「水遊び」、2位「水泳」となって
います。

屋外での水の事故を防ぐために
　1　体調管理と準備体操をする ⇒ 足がつると、とても危険
　2　海や川では、危険の存在を知る ⇒ 流れが常に変化している
　3　大人が目を離さない ⇒ 特に小さい子どもの場合、しっかり付き添う

○お風呂の事故も要注意
　深さ10cmの水でも口と鼻を覆うだけの水があれば溺れてしまうことがあります。

家庭での安全対策
　1　お風呂場を使用しない時はドアを閉める（できればカギをかける）
　2　浴槽の水は抜いておく
　3　保護者の洗髪中など一瞬でも目を離す時は、歌を歌わせたり、会話をする

　事故を起こさないために、家庭環境の点検、子どもへの教育をしっかり行いましょう。

問合せ先 子ども未来課　こども相談室　☎79―0007（直通）




